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「解糖系と転写翻訳系のカップリング系」や「細胞分裂面決定系」を試験管内で精製

要素から再構成すると、夾雑が生命システム動態を変化させることが見えてきます

(図)。たとえば、単独では起動する解糖系や転写翻訳系は、組み合わせることで不具

合が生じますが、より生命システムが夾雑した系では協調した動作を示します。また、

バクテリアの細胞分裂面決定システムは、これまで解析されてきた 2次元平面膜と異

なり 3次元閉鎖空間では夾雑因子なしには機能しません。本研究では、このメカニズ

ムを構成論的な立場から解明し、分子夾雑が細胞内の生命化学を制御するメカニズム

の解明につなげることを目的とします。 
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